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かつての古き良き習慣
「ぼく、角のタバコ屋で 「いこい」 ば 買って来てくれんね」

「今日、家ば留守するけん、頼むね」

「屋根に上るけん、ちょっとハシゴば支えとって」

「買い物に行くなら、ついでに買うて来て」

「醤油がのうなったけん、貸して」

私の幼少の頃、毎日行われていた助け合いです。

「ありがとう、カステラ食べんね」

「助かった、これお土産たい」

「きつかったね、ご飯食べていかんね」

「ちょっと少なかばってん、みかんのおっそわけ」
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「良かったら、テレビ見ていかんね」

そのお礼として、かえってきた言葉です。

お互いの関係を認め合い尊重し、お金がなくても安心感と心豊かに生きる

思いやりがありました。

昔、自然に行われていた、「活かし愛、助け愛」 日本人の中に眠っている

つながり DNAの復古が今こそ、必要なのです。

デジタルインフラを有効に活用することで今の時代にあった実現が可能です。

今の時代にあった「活かし愛助け愛」⇒感謝のポイントがつながり広がる絆

今、蘇る、ひとりひとりの繋がりと励ましあい。安心と勇気、自立と仲間、

愛は国境を越える そして some money

経済至上主義とお金の性格
本来、お金とは物やサービスの入手手段として、その価値に相当な代替として流通

する便利な媒介物でした。

しかし、いつしか貯蓄、運用という現実経済とは違う世界にお金が使われ、増殖さ

れ、通信で世界をめぐり、富が集中し、国家の意思をも左右されるるようになり、

お金がなくては生きていけない世の中に変貌したのです。

経済の規模を適正に維持し、社会的破綻を起こさないためには、国や雇用に依存し
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ないでも生きることが出来る、助け愛のネットワークが必要です。

感情のない数字が全てのマネー経済に対し、個性と意思を持つポイント交流（未市

場経済）が底辺を支えます。

昔の、自然なありがとうの行為は、人を守り、活かし、育て、希望と勇気づけまし

た。いま、それに戻ることはできません。今日の日は昨日までの歴史の流れの中で

進むしかありません。

マネー争奪競争から助け愛活かし愛、育み愛、励まし愛の称賛文化を築こう！

人と人との感動の交流、感謝ポイント交換=電子個性通価

電子個性通価への道標
88〜94年 異業種交流会主催運営

89〜92年 高度情報化社会研究プロジェクト

90〜95年 ビジネス情報紙発行／91〜94年ＣＩコンサル

95〜97年 情報流通販売 FC／99年農水省電子御用聞きプロジェクト

99〜07年 総合ネットワーク通販ＦＣ

----------------------------------------------------------------

2000〜2011年 ふれあい情報流通推進協議会(コミネット構想)

※2005年 ポイント携帯交換体験に衝撃とイメージ広がる

----------------------------------------------------------------

2010年 電子個性特許取得

2012年 電子個性通価プロジェクト発足 サイト公開
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2013年 システム設計完了

2014年 アマゾンより電子書籍「電子個性通価っていいね」公開

2015年 対外的な構築広報活動開始

電子個性通価とは? 1
地域通貨の良いところ、デジタルポイント管理の良いところ、

ＳＮＳの良いところ、そして実践異業種交流の共有＆統合施策を

合体した全業種対応スパイラルマーケティング戦略です。

自分の個性（思いやり,智恵,経験,汗などの価値）を数値化し、

助け愛、活かし愛、育み愛、励まし愛を通じ褒め文化を創っていく

感動のコミュニティ通価・ ICTシステムです。

通価”は貨幣の通貨でなく通じる価値を運用するという意味の造語です。

電子個性通価とは？ 2
日常生活における助け合いと、その感謝度をポイントで表現します。

交流＆コミュニケーションの感動の履歴です。

ポイントは個性を表現し人格を称え且つ引き上げます。

ある人は助けられ世の中から引き上げられます。ある人は徳を積んで後世まで称え

られる貯徳通貨と言えます。

人を活かし生活を支える新しいライフライン。
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未市場のポイント化は経済を活性化します。

まずは０からスタートします。プラスになるもマイナスになるＯＫ！

子々孫々に生き様を伝え異次元で交流する人類の智恵と歴史の伝承。

電子個性通価とは？ 3
個人に関する情報の集積を個自身が運用できる手段によってできた信用基盤を根拠

とした「価値」を評価し交換し合える“通価”を実現するものです。

電子個性通価の社会的成果物
１、老若男女全員参加型生涯現役共助社会の実現

２、感動市場による一人雇用創出自立社会の実現

３、国や地方行政の福祉コスト削減

４、コストゼロ日常相互教育による志人財排出

５、購買力向上による経済活性化と税収増

６、詐欺ビジネスの撲滅



6

７、埋もれた人財、良いモノに光を！

８、悪質プロパガンダ有害低俗マスメディアの終焉

立場 変  立場 変  電子個性通価電子個性通価システムシステム

●●個人にとっては「自立のためのＳＮＳ」個人にとっては「自立のためのＳＮＳ」

●●商売人にとっては「繁盛ツール」商売人にとっては「繁盛ツール」

●●企業・団体にとっては「社会貢献型ＣＧＭ企業・団体にとっては「社会貢献型ＣＧＭ((顧客生成顧客生成ﾒﾃﾞｨｱﾒﾃﾞｨｱ))

●●地域にとっては「産業活性化と税収増」地域にとっては「産業活性化と税収増」

●●行政にとっては「社会保障費削減施策」行政にとっては「社会保障費削減施策」

●●国にとっては「国にとっては「11 億総活躍社会・日本復活への政策」億総活躍社会・日本復活への政策」

●●世界にとっては「日本発、平和を齎す世界の喜軸通価」世界にとっては「日本発、平和を齎す世界の喜軸通価」

電子個性通価システムの真理
人の本来の喜びは自己成長と貢献。

''ありがとう''と言われる事に最大の喜びを感じるのです。

その''愛を刻み残し、皆が知り称え続けること''ができれば、もっと人を助ける事

が楽しくなるだろう。

コミュニティ感覚と遊び心と実用ライフラインとして息づく日本発ＳＮＳ、これが

電子個性通価システム。
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起業理念

電子個性通価は

１、地域通貨の良いところ

２、デジタルポイント管理の良いところ

３、ＳＮＳの良いところ

をドッキングし

実践異業種交流の共有と統合パワーを

システム化した

多業種対応スパイラル経営戦略であり

人と人との称賛文化の創造であり

日本復活のソフトパワーを確立します。

世界の喜軸通価として世界の争いをなくし

人類の格向上を目指します。
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通価交換の例

●おじさん +15000Ｐ

+1万 P人生相談+5千 P家庭教師-3千 P庭掃除+介護支援 3千 P

●おばあさん +6000

+4千 P子育て相談-2千 P買物支援+4千 P裁縫手伝い

●パソコン主婦 -2万Ｐ
-1万 P起業支援-4千 P子育て相談-3千 P裁縫依頼-3千Ｐ力仕事

●アイフォーン太朗-1000P

+5千 P引越し-3千英会話-千 P定食-2千 P古着購入

※+Pはしてあげた事 -Pはしてもらった事
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図は、登録者のスマホ画面の中の管理画面イメージです。

数字は現時点でのポイント収支の数値です。

黒数字は感謝された度合いです。人を助け尊敬に値します。

赤数値は人に感謝し助けられた人です。ある意味、将来を期待されている人です。

その他、過去の履歴で自分を見つめなおしたり、気になる人をフォローしてその人

の履歴を垣間見ながら、生きざまに勇気付けられたり、励まされたりできます。



10



11

電子個性通価まとめ
自分の能力を発揮することで生活の糧を得て仕事のレベルも上がります。

頑張っている人が世に出る仕組みです。

無駄な支払いが減り、可処分所得が増し必要な消費に回り本当のプロが育ちます。

徳を積むレベルの方から、どうやって生活しようかの層の方まで、自然な日常で

交流できる、活かし愛、助け愛のＳＮＳです。

業界別企業＆団体、一定エリア内で運用。

個人、企業、団体、地域が繋がり、そして世界へと展開します。

人と人との感動の交流から、モノとの連動も可能です。

特許「電子個性」の通価版システム化で情報の信頼と広がりが築けます。

電子個性通価 Q&A 1

・どうやって使いますか？

    携帯端末          使     管理画面 入  使         

無料   

・交流する人はどうやって知るのですか？

⇒内部検索です。このシステムは利用者自身のポイント管理、履歴、ポイントメニ

ュー公開を行う広義の SNSです。利用者の意思で自身の個性の管理、公開は柔軟に

できます。
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・登録は実名ですか？

⇒実名、ニックネームどちらでもどうぞ。ただ、交流を通じて必要な相手には実名

で活動する必要が出てくるでしょう。実社会と変わりません。

・永久登録とありますが？

⇒自分の生きざま、ポイント履歴を後世に残したい場合はお亡くなりになってもサ

ーバー上では永遠に活き続けます。多くの感謝、功績はいつまでも称賛され続け後

世へ魂の伝承が出来ます。

・どうやって普及するのでしょうか？

⇒企業、団体の繁栄ツール

ＣＧＭ（消費者生成メディア）、自社ＳＮＳと言う位置づけで、業界別、エリア別に

システムを導入します。

⇒各房をループ的に繋いでいきます。個人は登録の入り口が違えど、どこから登録

しても、その内容は同じです。
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世界通価樹木園構想

これは上から 1本の木を見たイメージです。この通価の木は日本の木、そしてこの

通価樹園はこれから国の数だけ、どんどん植わって行きます。でも、地中での根っ

こはみな繋がっているのです。日本の次は、北米、ヨーロッパ、アジア
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電子個性通価 Q&A 2

・エリアコーディネーターとは何ですか？

地域に住み、地域を愛し、地域を良くしたいと切に思う社会起業家であり商圏（個

人、企業、行政、商材、サービス他）をまとめる地域活性化プロデューサーです。

まずは各県に 1名～、そして全国合計 100名を第一次募集します。

エリアコーディネーターは集客不要、ライバル不在。アイデアを駆使し地域活性化

に貢献してください。

・エリアコーディネーターの業務を教えてください

エリア版メルマガ発行

エリア内の埋もれた商品、サービス、人財の発掘、支援

エリア内の登録者へのサポート

ＯＥＭ企業コンサルティング支援

エリア内異業種交流会の主宰

他エリアコーディネータとの連携企画立案実行

他、エリア活性化につながる独自企画の立案実行

※企画はアイデアの数だけ生まれます。１５Ｐ～は一例です。

エリアコーディネーター申請は電子書籍をお読み頂き 600文字以内で

感想分を頂きます。電子会議室での交流を経て認定されます。
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電子個性通価の現状と計画
   年   月 電子個性 国内特許取得     年総務省助成金  開発 

   年  月 電子個性通価    公開

   年   月 電子個性通価     基本設計終了

   年  月電子書籍 電子個性通価            公開

   年  月           会議    

   年   月電子個性名刺      開発 米国担当準備 向 出発

新法人 株式会社       開発

新社団法人      運用

   法人日本挑戦者        啓蒙             育成 認定 

各県  名以上   運営       育成 

    構築後 企業 団体      行政 企画別 各        供給

世界視野 多言語版計画  

電子個性通価 収益構造
       内 広告

          広告配信

発掘商品 販売 委託商材 広報収益

     収集   分析収入
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    開発 有能人財 企画 事業化 促進

   供給企業団体他      利用料

    運用組織自身 上記 報酬    他 共有    

寄付       交換 寄付金 会員    企画 協働事業 利用 

       二次加工 編集   情報    

電子個性通価    提供例
全国展開企業団体向  業界独 価値 電子個性通価   版

一業種一社限  全部   社前後 予定

   別地域創生展開企業団体向     独 価値 電子個性通価   版

一県一社以上 第一次募集 全国   社前後 予定 業種問   

      所有 全国展開企業 団体様

       数  企画   一次募集          予定

電子個性通価    提供業界例

企画別展開企業団体向  電子個性通価   版

             業種 企画       数  生       例 

日本         通価    旅行業界 
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必勝選挙草 根共鳴通価    政治家 政党 

農業 六次産業化通価    農事法人 

相互扶助共済通価    共済    業界 

音楽文化振興通価    音楽業界 

高齢者支援 買 物     通価    配送業界 

再生      農業振興   地域創生通価         業界 

国際協力支援      通価    海外支援団体    向  

地域創生      通価           特産物企画 

特定地域洗脳      救済通価        業界 

              通価        業界 

心 調和実践教育通価    教育産業 

高齢者介護       支援通価    介護業界 

趣味          通価    新   産業 

笑顔 御用聞 隊営業連携通価        商材販売支援 

災害 復興           通価    人材派遣業界 

実践異業種交流      通価       情報産業業界 

仮想通貨      立体事業化    仮想通貨業界 

食育   子育 支援      通価    育児業界 

離島 過疎地 応援通価    行政 及 観光産業界 

 億総活躍社会   構築通価    行政 市町村 
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↑ ↑ ↑

人財発掘、教育、商材発掘、広報、イベント、エリア間企画交流、メルマガ、広告戦略、

販売支援 ベンチャー・事業支援、ボランティア福祉支援、行政・企業連携、他必要な活動
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電子個性通価        語録

時代 超  点 点 繋   何  産         有名           電

子個性通価    初   点    才 時    向    爺        屋 

行  黄色 包装       買  使    頼    持  行   庭 作    

      

   屋 近       爺    歩  行   思  今思  子供 触 合  

      思  貰      時     虫    虫 食  穴 空     虫

 食        人 食    言  笑       僕    屋  使  心待

     

次 点 中学卒業 春休  小学校  年組 纏     先生交    遊  行    

先生 引 越          皆   手伝    疲    出 先生 握    

   漬物 味 最高    引 越  後  時 遊  行    手作   飯 食 

  

 飯          悪  何 手伝 事    後片付  重   運      

     人 支     励     生  事 認 合  協力  事 素晴    子

供心 確信      

     後 日本 核家族    都会 出 行         企業戦士   高度
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成長 波 乗   欧米人 比  腸 数倍  農耕民族  相入     金中心 

               巻 込       結果何 残     

    味気  社会 自身        席 置               活動 

        結成 紛   日  続      後 次 点 来        

          独立       日本一     先生 仕事   事  

    先生 目 見   理念共鳴 言 領域 深    天才 今  自身 思考 

核         時    先生 外部         後 電子個性 発明者 

        操      頭脳    違   感  後  点 点 繋  出会  

   

次 点 全国流通情報          月 一度上京 来   高度情報社会   

  実践   出席               時代 情報戦略    育成 

専用端末         必要 情報 必要 人 無理  伝  流通 仕組    

     

電子個性通価 行 着 道      点 点 繋      次 点     開発  

文字図形放送   回線 利用  日本初        郵貯      使     

通販      併用    全国展開        脆弱  何 言          
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汎用端末  通信料 高  何 言   壁    良 情報    必要 人 無理 

 伝  仕組      会社               貧弱  含  消  行 

  先     通販会社 決済     活路 見出          投資 引 

 一瞬 沈   

何 売     全 絡   決済     生産性   銀行   金会社 儲  世

 中               決済    決済 決済  互  思惑 期待   

         満足   数字遊       

           初          接続   過去      節目 点 繋  立

体      進化  瞬間    動 回   人          必要 情報 必

要 人 相当 価値 以          伝         後加速度 増  

同 頃     遺言 時間預託等 知  地域通貨 代表的             

 参加   地域活性化 触 合  求  全国 地域通貨 広      広   初

   閉   手間 時間    中身 限界 進化過程      言 問題 山積   

  中  電子個性通価  立体           社     社 電子    

 利用法   主 物販 流通 定期     通        私 利用者   携帯

   口座  販売者 口座 携帯 使       送金   斬新 面白  感  
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電子個性通価 直接          社 携帯端末     口座   場 増  

 減       現金 同 感覚 持   今 目 前   商品 携帯   口座  

     通貨   手 入    問題      円 購入  事       結局

 金集           

電子個性通価 目的 人 認 活  助 合 生  希望 夢 持           

     失敗   社  対極             地域通貨 商売人側   発

想   人気     表面的 繋   現実       自慢話 場 終      

今   色  仕組       良 所 取 入  絆  深            

     電子個性通価         日常 使   意識       回線速度 

上             来 今 機 熟      

電子個性通価 感動 活  助 合      本質 今迄 市場   市場 創造 

  常 価格    回 市場           利用    円 必要   対  

  市場 人 人 関係 価値観    認定評価        円 不要 感謝 

思           
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結果 円     価値 手   事      円 同等 機能 果     事  一

種 通貨 言         通貨 意思 個性 持  通価 通   者 価値   

   皆   財布 収     円 何 意思 個性        数字   何  

変   便利 通貨   

何  変   便利 円 数字 全  大  数字 小  数字 引 寄  何故 大 

          貨幣経済 意思      人   意思 染  通貨 求 増 

          人 人    価値 交換 手段  人 見   数値 見    

      

人 人  価値 交換手段   通貨     形 変 社会  人間関係 変    

      金 全   金     生         電子個性通価   対極 

     人 人 価値 交換 感動 個性         伸   夢 実現 向 

 希望 勇気 生       

交  事   創造性 活  合 助 合  昔 大家族 村社会 絆   世紀 蘇 

                                          

電子個性通価 交流経過        表示    他     同    見   呟 

 自慢話 宣伝     日常的 行   感謝交流 現実     先 財布 出 
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入  垣間見 事 真 人    交流物語 学  見  事     

相反  欲求 安定 変化 自己重要感 愛         手 入         

 電子個性通価      本当 人間 充実感 成長 貢献 電子個性通価 貢献  

  成長   成長    貢献    

電子個性通価 成 立 理由  

簡単   人        言     死     言  続           

記憶 中 生 続    若 時 力    未熟   親 始  周  迷惑    

  成長     大人      年       借       方法 穴埋    

                言   人生        人類共通 個性 

心 心      履歴     何時    時 感動 後世 対 伝 続     上

  永遠 生 続    噂 聞    後世 人 子孫  命日  供養      

     

  世 行        増         徳積        霊界  称    

存在   数百年   数千年 時 越                  

電子個性通価 感動 活  助 合      本質 今迄 市場   市場 創造 

  常 価格    回 市場           利用    円 必要   対  

  市場 人 人 関係 価値観    認定評価       円 不要 感謝 思
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   色 通価       

結果 円     価値 手   事      円 同等 機能 果  言 事  一種

 通貨 言         通貨 意思 個性 持     皆   財布 収   

  円 何 意思 個性       数字   数字 範囲   交換    通貨 

  

 奪 合  足   分 合        相田    

和 以  貴        日本 原点 共助社会 個性 拓 電子個性通価 共助社

会 共助世界   時 世界 争       

電子個性通価 通貨格差   世界共通人徳通価 徳  民        政治   

      中       育 争      世界 豊          

電子個性通価 人間愛 育    人 人  触 合  共感 生 様 後押 演出  

称賛      世界 平和 導    真 歴史 創 語 継   人類 格向上  

    

株価 将来       転    個性      将来 見込     他人 個性 

依存        転       見込 違       証明  為 企業 業績 

   配当       自 個性 磨 社会 還元     末代迄笑物       
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  見     

                  転  人生 終  時   個性 尊敬 対象  

    又 末代迄語 継        

本部        銅像 電子個性戒名 共 称 賞       電子空間   

 永遠 語 継   時空 超  個性 真 歴史 中 生 続           

  

     数             誕生           一         

    房    大      木 実 他     房 横 繋   葡萄園 立 葡

萄 木達  言語 国  数    大地 下  根 子 繋   

個 全体 為 全体 個 為  貴業界    電子個性通価           

       

世界 動  歴史 作       国 政治家   意図    国際金融資本   

最大 関心事 各国 中央銀行 掌握 通貨発行権 握  政府 借金       

        世界 支配     
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電子個性通価 個人 思    価値観 信頼関係   相手  合意  個人 自由

 発行  通貨     

西洋資本主義 本来 価値交換        操  手段 目的   数字 追  

  富 奪 合  戦争     発展 人間本来 生        豊      

互  尊重 支 合 慈愛 気持  失      日本人 中   心 宿    

  日本人 志命       

軍事力 政治力   敗戦国 日本 円 到底世界 基軸通貨         善 

 心 喜軸通価  日本  世界 発行    

    日本人  日本国 自信 取 戻 世界      和 慈   精神    

   征服兵器 歴史                            呼        
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詳細 電子書籍         公開中 
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世界戦略 世界平和  作曲者 歌 手募集

      電子個性通価       

  人 何 追 求     昔  変      奪 合 

限度 越   殴 合 昔 今 変   人間 欲望

     良        

  人 何 探 求     昔  変     憎  合 

限度 超   殺 合 昔 今 変   人間 相    

     良        

           活  愛 助 愛 育 愛

        励  愛    電子個性通価 個性通価     

  世界    向       

        名    限度越  

競争          情報戦 昔 今 変   世界 歴史

繰 返  良        

  人 愛 安   求      昔  探 続    

          今    広  見    

昔 今 変    人間 善  心 未来 子供 残    

    微笑  見   活  愛 助 愛 育 愛

        励  愛    電子個性通価 個性通価     
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エピローグ
１、電子個性通価に行き着いた道程

  年代初  高度情報社会  全国流通    構築                 

     前    回線   全国通販事業 関     事       

色  理由 頓挫  悔  経験                  

   思考 頭  離              

結論  狭      深 穴 掘     一人      完璧 満足       

 作   地域戦略  横 全国   広     

人    金    状態           収益   顧客          同時    

   仕組  必要  言       

     年前       情報流通 情報 基点   物事 動    事 進 消費

            関係    地域     構築     向  新  実践 始

     

必要 情報 必要 人 無理  安心  喜    伝  仕組    

         問題      満足         蓄積 問題   以前 関連

組織       物流 関  難        感     
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  時 携帯  電子     送     売買     場 遭遇     価値 交換

 手段      使   直感      広   瞬間   

後 価値                         大流行 価値  人     

人 中 価値        価値    引 出 活          電子個性 特

許 相    人 価値 個性 個性 価値付  流通 交流 電子個性通価   今

 仕組  生       

昨今  国家財政 悪化 国際間 緊張 低俗     大衆       儲   勝 

        詐欺的商法 一人    疑心暗鬼   殺伐   社会 向      

今      一気 悪化    感    二人     子供 将来 日本    

心配   

電子個性通価     本来日本人 中 眠         目覚 個人 地方 産業 

   日本 復活     世界 争  終焉 日本人主導 実現    確信    

  

           

電子個性通価 机上            全  今   事例 経験 中  生 積

 上  実践構想   実現 為 具体的 施策      
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  研究内容    回想

個人 関  情報 集積 個人自身 運用   手段       信用基盤 根拠 

   価値 評価 交換 合   通価  実現   

広範囲 人 移動       国民 領土 認定  曖昧 時代 

冷静 観察    登記 社会的認証  技術的変化   伴 社会的変化     

   技術 観点  純粋 判断   破綻       多  

多  情報 電子化    化       関    社会     対応     

 点 原因             複雑 絡 合  機構 個別 修正       

         起     難      

  影響 当然 経済   及       要  通貨   

金兌換  離  今  丸 金属 長方形 紙    離       言 換    

物質  離  国    政府 存在   言 信用   離     未来      

   状況 下 個人 個人 価値 交換     通貨 本質 考    個人 存在 

基盤   通貨     不思議       考    特  人  関  場合  当事

者学 的要素 取 入  必要    考   

   私        個人 存在 認定     信用基盤    通価      実現

    志       通価  貨幣 通貨   通  価値 運用     意味  造
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語   

  前段階    仲間 平成   年度総務省所管 通信 放送新規事業助成金 採択 

受   個人 存在 認定  部分    特許 取得    平成  年特許成立    

今回     生活 根        構築  社会 提供    

        設計概要     上      現在     状況  見      

    難度 高       新  必要       知    確  数式   

    永遠  知     地球上 利用  限  生命 環境  今  変化 柔軟

 対応    事 重要    考    

  研究                上 活動       実態   人 人  交

流            

   道具   創発的 相互作用    新  道徳  通   考        触

  個人 社会 振舞   巨大 可能性 隠      確信          

一方 技術的課題   認識    点 主  以下        

      運用       問題点 浮  上     創発   合成 誤謬  

  何 起                                  事  
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        完成形          人 意識 合   常 変化        

   思  課題     知     可能   遊 心   領域          

     

結  代   

     開発 担当       極  優秀 仲間 病 倒      課題   

事 伝       何年 挑戦 続      国内  理解 協力者 得     

    鈍   悩  

上記特許 出願時          出資 申 出      当時 日本 法律 状

況  交渉      断    得      翌年商法改正 

  当時 特許発明者         営業企画 担     実用     状態

  前進出来           大  違 日本 現状 対  人財       応

援 強 希望       

2015.6.24 秀島誠一
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秀島 誠一     実践家 略歴
福岡県大牟田市出身 福岡市南区在住

大昔       昔          今    実践家 

地元高校卒業後上京大手電機     就職  年 離職

 年       経 大学入学 勉強           音楽 没頭 卒業後   

      目指    活動 

             上場企業 就職  年間普通       生活 過    

多少 小金 貯  情報産業 目指   才 独立 

以後   年 異業種交流会運営              情報紙編集 執筆 流通関連

       関連   参加 

       時代   情報活用    構築支援            販売等 手 

 現在 至  

独立後   年間 数  経験 失敗 土台   年前

     情報流通      構想  本格     

試行錯誤 紆余曲折 末  電子個性通価      行 着  

趣味    昔 作曲                 

    今      音楽 聴    散歩

今後 計画

田舎       建  農耕             活動
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天命

電子個性通価 世 広  世界 平和 笑顔 貢献  

関連   

電子個性公式                               

電子個性通価公式                      

電子個性通価            

                                     

    実践家 秀島誠一         

                                   

    実践家 秀島誠一        

                                  

最後 最後 音声 電子書籍 書 終   

                                

 詳細 電子書籍 電子個性通価        読 下   

      検索    電子個性 

http://www.realize.jp/kosei/
http://shien-p.com/
http://facebook.com/denshikoseitsuuka
http://www.facebook.com/digiloghide
http://www.twitter.com/digiloghide
http://shien-p.com/koseilast.m4a
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最後   読 頂 有難      

只今募集中    

電子個性通価    導入企業 団体 先行予約受付中 

投資家

            社会起業家 

次期    創業        

技術            創業        

海外展開              

 自薦他薦問          願       

 意見  待                      

mailto:hide@shien-p.com

